
ウクライナ 戦争と人権 

 

 敗戦から 77年の今日。戦争と平和について考えている時、朝日 12日朝刊の政治学者・

豊永郁子さんによる表題の寄稿に目がとまった。抜粋して紹介したい。 

日本には今、ウクライナの徹底抗戦を讃え、日本の防衛力の増強を支持する風潮が存

在するが、私はむしろウクライナ戦争を通じて、多くの日本人が憲法 9条の下に奉じて

きた平和主義の意義がわかった気がした。ああそうか、それはウクライナで今起こって

いることが日本に起こることを拒否していたのだ。 

冷戦時代、平和主義者たちは、ソ連が攻めてきたら白旗を掲げるのか、と問われたが、

まさにこれこそ彼らの平和主義の核心にあった立場なのだろう。本来、この立場は、彼

らが旗印とした軍備の否定と同じではない。だが彼らは政府と軍の「敗北」を認める能

力をそもそも信用していなかったに違いない。その懸念は、政府と軍が無益な犠牲を国

民に強い、一億玉砕さえ説いた第 2次世界大戦の体験があまりにすさまじかったから理

解できる。同じ懸念を今、ウクライナを見て覚えるのだ。 

人々が現に居住する地域で行われる地上戦は、凄惨を極め得る。4人に 1人の住民の

命が失われた沖縄の地上戦を思うとよい。第 2次大戦中、独ソ戦の戦場となったウクラ

イナは住民の 5人に 1人を、隣のベラルーシは 4人に 1人を失ったという。 

今、ウクライナはロシアの周辺国への侵攻を止める防波堤となって戦っているとか、

民主主義を奉じるすべての国のために独裁国家と戦っているとか言われるが―ともに

ウクライナも述べている理屈だ―再びウクライナで地上戦が行われることを私たちが

そうした理屈で容認するのは、何かとても非人道的なことに思える。米国などは、徹底

抗戦も停戦もウクライナ自身が決めたこととうそぶくが、ウクライナに住む人々の人権

はどこに行ってしまったのだろう。 

 20 世紀を通じ、とくに 2 度の世界大戦を経て、私たちの間には国境を越えて人権の

擁護が果たされなければならないという規範が形成され、冷戦が終わった 1990 年代以

降はこれがいよいよ揺るぎないものになったと見えた。だがそうでもなかった。欧米諸

国の政府は、間断なくウクライナに武器を供給し、ロシアへの制裁における一致団結ぶ

りを誇示することで和平の調停を困難にし、戦争の長期化、すなわち更なる人的犠牲の

拡大とウクライナ国土の破壊を促している格好にある。 

そしてこれが主権、つまりは自己決定権をもつウクライナが望み、ウクライナ人が求

めることなのだからそれでよいのだとする。また、国際秩序を乱したロシアに代償を払

わせるという主張も繰り返される、しかし国際秩序の正義のためにウクライナ 1国が血

を流し、自らの国土で戦闘を続けよというのは、正義でも何でもないように思う。 

 

 ウクライナから、戦争と正義、戦争と人権など、考えさせられることが多い。 

                              (2022年 8月 15日) 


